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課題
●なぜこの研究をおこなったのか？（研究の背景・目的）
肝蛭（かんてつ）（図1）は、牛などの反芻家畜の肝臓に寄生する。肝蛭症は世界中で流行しており、畜産・酪農業における被害
額は年間32億ドルにも及ぶ。また、人獣共通感染性の寄生虫でもあり、人の肝蛭症はWHOが掲げる20の「顧みられない熱帯
病」の一つである。畜産・酪農業が盛んな国を中心に世界中で240万人が肝蛭に感染し、1億8000万人に感染のリスクがある。
70ヵ国以上で人体症例があり、日本国内でも少数ながら毎年感染が報告されている。
本研究では、世界中に蔓延する肝蛭の遺伝子解析を実施して、各地の流行種を明らかにし、その伝播経路を解明することを目的と
している。

図1 肝蛭（かんてつ）
染色標本

●研究するにあたっての苦労や工夫（研究の手法）
肝蛭には、Fasciola hepatica、F. giganticaの2種に加えて、両種の交雑子孫と考えられている単為生殖型肝蛭が存在する。こ
れらを確実に識別する方法はこれまで存在しなかったため、各地の流行種を正確に明らかにすることが難しかった。そこで、新規遺伝子
マーカーを開発し、DNA解析により種を正確に鑑別することを可能にした。また、遺伝的多様性に富むため、種内変異の解析に適して
いるミトコンドリア遺伝子領域を解析する工夫により、各地域間での肝蛭の伝播経路を考察した。

獣医学、畜産学および
その関連分野

https://kaken.nii.ac.jp/grant/KAKENHI-PROJECT-16H05806/
https://kaken.nii.ac.jp/grant/KAKENHI-PROJECT-19K15996/
https://kaken.nii.ac.jp/grant/KAKENHI-PROJECT-21K05954/


作成日：20XX年XX月XX日
更新日：―担当部署連絡先

研究成果
●どんな成果がでたか？どんな発見があったか？

1．新規遺伝子マーカーを用いた簡易種鑑別
核DNAのホスホエノールピルビン酸カルボキシキナーゼ(pepck)とDNAポリメラーゼδ(pold)を用いた簡易
DNA診断法(図2)を開発し、F. hepatica、F. gigantica、単為生殖型肝蛭を簡単に識別できるように
なった。
2．世界各地の流行種を明らかにした
アフリカ：ウガンダ、エチオピア、南アフリカ、アルジェリア
ウガンダにはF. giganticaのみ、アルジェリアにはF. hepaticaのみが分布することを明らかにした。エチオピアと
南アフリカにはF. hepaticaとF. giganticaの両種が分布することが判明した。
中東および中央アジア：アフガニスタン、パキスタン
アフガニスタンにはF. hepaticaが分布し、パキスタンにはF. giganticaが分布することを明らかにした。
3．肝蛭の伝播経路を明らかにした
ウガンダのF. giganticaは地理的に比較的近いアフリカの地域から伝播したことが示された。一方、アルジェリ
アのF. hepaticaは地理的に近いエジプトよりもむしろヨーロッパ（スペイン）由来のF. hepaticaと遺伝的に
近縁であることが判明した。アフガニスタンのF. hepaticaは中国と近縁で、肝蛭はシルクロードの交易を通じ
て東へ拡散したことが示唆された。 図2 簡易DNA診断法

今後の展望
●今後の展望・期待される効果
本研究で、F. hepatica、F. gigantica、単為生殖型肝蛭を簡単に識別できるようになった。一方、単為生
殖型肝蛭においては様々な遺伝子型が存在するため、F. hepaticaとF. giganticaの交雑子孫とされる単
為生殖型肝蛭がどのように出現したのかは十分に明らかになっていない。今後は、単為生殖型肝蛭の出現様
式を解明するための遺伝子解析手法を開発し、単為生殖型肝蛭がどのような交雑を起源として出現したか
を明らかにしたい(図3)。 図3 単為生殖型肝蛭の出現様式の解明
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